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(57)【要約】
【課題】生体組織の比較的広い照射範囲に、簡易にムラ
なく治療用超音波を照射することができる超音波治療装
置、治療用シートおよび超音波治療システムを提供する
。
【解決手段】治療用超音波を射出する治療用超音波振動
子５と、該治療用超音波振動子５における治療用超音波
の射出領域８を被覆する超音波伝播媒体からなるアプリ
ケータ６と、該アプリケータ６を介した治療用超音波の
照射位置近傍に色素を吐出する吐出部２０とを備える超
音波治療装置１８を提供する。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　治療用超音波を射出する治療用超音波振動子と、
　該治療用超音波振動子における治療用超音波の射出領域を被覆する超音波伝播媒体から
なる超音波伝播部と、
　該超音波伝播部の近傍に配置され、治療用超音波の照射位置近傍に色素を吐出する吐出
部とを備える超音波治療装置。
【請求項２】
　体腔内の白色光画像を取得する撮像部を備え、前記超音波伝播部が前記撮像部の視野範
囲に配置される請求項１に記載の超音波治療装置。
【請求項３】
　体腔内のエコー画像を取得する診断用超音波振動子と、前記撮像部とを有する画像取得
部を備え、
　前記超音波伝播部が前記撮像部の視野範囲に配置されるように、前記治療用超音波振動
子、前記超音波伝播部および前記吐出部を、前記画像取得部の先端に着脱可能に取り付け
る着脱部を備える請求項２に記載の超音波治療装置。
【請求項４】
　前記超音波伝播部が、超音波伝播媒体によって伸縮可能なバルーンである請求項１から
請求項３のいずれか一項に記載の超音波治療装置。
【請求項５】
　患部表面に貼り付けられ、治療用超音波を射出する治療用超音波振動子を被覆する超音
波伝播媒体からなる超音波伝播部を接触させつつ一定の軌跡に沿って案内するガイド部を
備え、超音波伝播媒体により構成される治療用シート。
【請求項６】
　前記ガイド部が患部表面に沿う一方向に前記超音波伝播部を移動可能に係合させる溝で
ある請求項５に記載の治療用シート。
【請求項７】
　生体吸収性を有する請求項５または請求項６に記載の治療用シート。
【請求項８】
　治療用超音波を射出する治療用超音波振動子と、該治療用超音波振動子における治療用
超音波の射出領域を被覆する超音波を伝播媒体からなる超音波伝播部とを備える超音波治
療装置と、
　請求項５から請求項７のいずれか一項に記載の前記治療用シートとを備える超音波治療
システム。
【請求項９】
　前記超音波治療装置が、治療用超音波の照射位置近傍に色素を吐出する吐出部とを備え
る請求項８に記載の超音波治療システム。
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波治療装置、治療用シートおよび超音波治療システムに関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、体腔内に挿入可能な筒状の挿入部の内部に、生体組織を焼灼する治療用超音波を
射出する治療用超音波振動子と、超音波画像取得用の超音波を送受信する観察用超音波振
動子とを有する超音波プローブを収容し、挿入部に設けられた湾曲部を湾曲させることに
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より、超音波プローブを移動させる超音波診断治療システムが知られている（例えば、特
許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平７－２３１８９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、胃壁を介して膵臓癌に治療用超音波を照射して焼灼する等の治療を行う
場合には、比較的広範囲にわたって２次元的に治療用超音波を照射する必要があり、医師
がその感覚により超音波プローブを移動させながら治療用超音波をムラなく照射するには
高い熟練が必要であるという課題がある。
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであって、生体組織の比較的広い照射範
囲に、簡易にムラなく治療用超音波を照射することができる超音波治療装置、治療用シー
トおよび超音波治療システムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明は以下の手段を提供する。
　本発明の一態様は、治療用超音波を射出する治療用超音波振動子と、該治療用超音波振
動子における治療用超音波の射出領域を被覆する超音波伝播媒体からなる超音波伝播部と
、該超音波伝播部を介した治療用超音波の照射位置近傍に色素を吐出する吐出部とを備え
る超音波治療装置を提供する。
【０００６】
　本態様によれば、超音波伝播部を患部に押し当てた状態で、治療用超音波振動子を作動
させて治療用超音波を射出させると、射出された治療用超音波が、超音波伝播媒体からな
る超音波伝播部を伝播して患部に照射されることにより、患部が治療される。
【０００７】
　この場合において、吐出部から吐出される色素によって、治療用超音波の照射位置近傍
の患部表面が染色されるので、治療用超音波の照射軌跡を正確に把握することができる。
その結果、熟練していない医師であっても、治療用超音波が照射された位置と照射されて
いない位置とを一目で区別することができ、照射されていない位置に治療用超音波を照射
していくことにより、比較的広い範囲にわたって、ムラなく治療用超音波を照射すること
ができる。
【０００８】
　上記態様においては、体腔内の白色光画像を取得する撮像部を備え、前記超音波伝播部
が前記撮像部の視野範囲に配置されていてもよい。
　このようにすることで、撮像部により取得される白色光画像内に超音波伝播部を確認す
ることができ、色素の付着が少ない位置に超音波伝播部を配置することにより、治療用超
音波が照射されていない位置を選択して治療用超音波を照射することができる。
【０００９】
　また、上記態様においては、体腔内のエコー画像を取得する診断用超音波振動子と、前
記撮像部とを有する画像取得部を備え、前記超音波伝播部が前記撮像部の視野範囲に配置
されるように、前記治療用超音波振動子、前記超音波伝播部および前記吐出部を、前記画
像取得部の先端に着脱可能に取り付ける着脱部を備えていてもよい。
　このようにすることで、診断用超音波振動子を患部の疑いのある部位に押し当てること
により、体腔内のエコー画像を取得することができ、該エコー画像と撮像部により取得さ
れる白色光画像とによって体腔内の患部の位置を特定することができる。また、画像取得
部を有する装置、例えば内視鏡に、着脱部によって治療用超音波振動子、超音波伝播部お
よび吐出部を取り付けることができる。
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【００１０】
　上記態様においては、前記超音波伝播部が、超音波伝播媒体によって伸縮可能なバルー
ンであってもよい。
　このようにすることで、バルーン内の超音波伝播媒体の量を増減させて、バルーンを伸
縮させることができる。したがって、体腔内への挿脱に際してはバルーンを収縮させて挿
脱を容易にし、治療用超音波の照射時にはバルーンを膨張させて、治療用超音波振動子か
ら患部への治療用超音波の伝播をより確実にすることができる。
【００１１】
　本発明の他の態様は、患部表面に貼り付けられ、治療用超音波を射出する治療用超音波
振動子を被覆する超音波伝播媒体からなる超音波伝播部を接触させつつ一定の軌跡に沿っ
て案内するガイド部を備え、超音波伝播媒体により構成されている治療用シートを提供す
る。
【００１２】
　本態様によれば、治療用シートを患部に貼り付けた状態で、ガイド部に超音波伝播部を
接触させて治療用超音波振動子を作動させると、治療用超音波が超音波伝播部および治療
用シートを介して患部に照射されることにより、患部が治療される。
　この場合において、超音波伝播部をガイド部によって構成される軌跡に沿わせながら治
療用超音波を患部に照射するだけで、治療用超音波を患部にムラなく照射することができ
る。
【００１３】
　上記態様においては、前記ガイド部が患部表面に沿う一方向に前記超音波伝播部を移動
可能に係合させる溝であってもよい。
　このようにすることで、超音波伝播部を治療用シートの溝に係合させた状態で患部表面
に沿う一方向に案内させつつ治療用超音波を照射することにより、溝の形状に一致する軌
跡で治療用超音波を患部に照射することができる。そして、溝を一方向に形成することに
より、単純な軌跡に沿わせる操作によって手ブレを抑制し，手技を簡易にすることができ
る。
【００１４】
　上記態様においては、生体吸収性を有していてもよい。
　このようにすることで、治療後に患部に貼り付けられた状態で放置されても、生体に吸
収されるため、治療後に回収する工程を省略することができ、作業効率を向上することが
できる。
【００１５】
　本発明の他の態様は、治療用超音波を射出する治療用超音波振動子と、該治療用超音波
振動子における治療用超音波の射出領域を被覆する超音波伝播媒体からなる超音波伝播部
とを備える超音波治療装置と、上記いずれかの治療用シートとを備える超音波治療システ
ムを提供する。
　上記態様においては、前記超音波治療装置が、前記超音波伝播部の近傍に配置され、治
療用超音波の照射位置近傍に色素を吐出する吐出部とを備えていてもよい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、生体組織の比較的広い照射範囲に、簡易にムラなく治療用超音波を照
射することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る超音波治療システムを示す全体図である。
【図２】図１の超音波治療システムに備えられた本発明の第１の実施形態に係る超音波治
療装置の一部を破断した縦断面図である。
【図３】図１の超音波治療システムに備えられた本発明の第１の実施形態に係る超音波治
療装置を患部Ｐ側から見た図である。
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【図４】図１の超音波治療システムに備えられた本発明の第１の実施形態に係る治療用シ
ートを示す全体図である。
【図５】本発明の第１の実施形態の第１の変形例に係る超音波治療システムのバルーンが
収縮している状態の超音波治療装置の一部を破断した縦断面図である。
【図６】本発明の第１の実施形態の第１の変形例に係る超音波治療システムのバルーンが
膨張している超音波治療装置の一部を破断した縦断面図である。
【図７】本発明の第１の実施形態の第２の変形例に係る超音波治療システムの超音波治療
装置を側方から見た全体図である。
【図８】本発明の第１の実施形態の第２の変形例に係る超音波治療システムの超音波治療
装置を患部Ｐ側から見た全体図である。
【図９】本発明の第１の実施形態の第２の変形例に係る超音波治療システムの超音波治療
装置を先端側から見た全体図である。
【図１０】本発明の第２の実施形態に係る超音波治療装置の一部を破断した縦断面図であ
る。
【図１１】本発明の第２の実施形態に係る超音波治療装置の一部を患部Ｐ側から見た図で
ある。
【図１２】本発明の第２の実施形態に係る超音波治療システムを示す全体図である。
【図１３】本発明の第２の実施形態の第１の変形例に係る超音波治療システムの超音波治
療装置の一部を破断した縦断面図である。
【図１４】本発明の第２の実施形態の第２の変形例に係る超音波治療システムの超音波治
療装置の一部を患部Ｐ側から見た図である。
【図１５】図１４の超音波治療装置に備えられた内視鏡から着脱部を取り外した状態の患
部Ｐ側から見た図である。
【図１６】本発明の第２の実施形態の第３の変形例に係る超音波治療装置の全体図である
。
【図１７】本発明の第１および第２の実施形態の変形例に係る超音波治療システムを示す
全体図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の第１の実施形態に係る超音波治療装置、治療用シートおよび超音波治療システ
ムについて、図面を参照して以下に説明する。
　本実施形態に係る超音波治療システム１は、図１に示されるように、患部Ｐを治療する
ための治療用超音波を射出する超音波治療装置２と、患部Ｐに貼り付けられる治療用シー
ト３と、患部Ｐの画像を表示する画像表示部４とを備えている。
【００１９】
　超音波治療装置２は、図２および図３に示されるように、集束する治療用超音波を射出
する凹面状の治療用超音波振動子５と、該治療用超音波振動子５の超音波照射面を被覆す
るアプリケータ（超音波伝播部）６と、治療用超音波振動子５の基端部に設けられた画像
取得部７とを備えている。
　治療用超音波振動子５は、図２に示されるように、凹面の形状によって規定される焦点
Ｓの位置に集束する治療用超音波を射出する射出領域８を備えている。
【００２０】
　アプリケータ６は、治療用超音波を伝播する材質（例えば、ポリエチレン、ポリスチレ
ンなど）からなる超音波伝播媒体によって構成された比較的硬質な部材である。また、ア
プリケータ６は、超音波伝播媒体によって構成された比較的硬質な薄肉部材とその内部に
充填された脱気水などの超音波伝播媒体によって構成されてもよい。アプリケータ６は治
療用超音波振動子５の射出領域８に密着し、射出領域８から射出される治療用超音波を減
衰させることなく伝播するようになっている。
【００２１】
　画像取得部７は、図２および図３に示されるように、体腔内の画像を撮影する内視鏡９
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と、診断用超音波を送受信させることによりエコー画像を取得する診断用超音波振動子１
２とを備えている。
　内視鏡９は、図３に示されるように、被写体に白色光を照射する照明部１０と、被写体
を撮像して白色光画像を取得する撮像部１１と、処置具１４（例えば、鉗子，ステープラ
）を挿脱可能な鉗子口１３とを備えている。また、撮像部１１の視野範囲内には、アプリ
ケータ６が配置されており、アプリケータ６が入る白色光画像を取得することができるよ
うになっている。
【００２２】
　画像表示部４は、図１に示されるように、撮像部１１によって取得された白色光画像お
よび超音波断層像を個別に、または並列して表示するようになっている。
　治療用シート３は、治療用超音波を伝播する材質であり、生体吸収性を有する平板状の
部材（例えば、ポリグリコール酸樹脂シートなど）により構成されている。治療用シート
３には、図４に示されるように、一表面３ａに一方向に延びる複数の平行な溝（ガイド部
）１５が設けられている。これらの溝１５は、上述したアプリケータ６を溝１５に沿って
移動可能に係合させる横断面形状を有している。
【００２３】
　また、治療用シート３は、可撓性を有しており、ロール状に巻いたり、折り畳んだりす
ることができる。すなわち、ロール状に巻いた状態で、内視鏡９の鉗子口１３内に収容す
ることができ、鉗子口１３の先端から体腔内に導入されると展開されるようになっている
。
　また、治療用シート３は、溝１５内面にアプリケータ６をぴったりと密着させた状態で
、治療用超音波振動子５から射出される治療用超音波の焦点Ｓが、体腔内壁内の所定深さ
位置に配置されるような厚さ寸法を有している。
【００２４】
　このように構成された本実施形態に係る超音波治療システム１の作用について以下に説
明する。
　本実施形態に係る超音波治療システム１を用いて体腔内の患部Ｐを治療するには、超音
波治療装置２の先端部を体腔内に挿入し、内視鏡９の照明部１０から体腔内壁に白色光を
照射し、体腔内壁からの反射光を撮像部１１によって撮影することにより体腔内壁の白色
光画像を取得し画像表示部４に表示する。
【００２５】
　次いで、診断用超音波振動子１２を患部Ｐの疑いのある部位に押し当ててエコー画像を
取得することにより、患部Ｐの有無を診断する。
　そして、画像表示部４に表示された白色光画像およびエコー画像によって体腔内の患部
Ｐの位置が特定された場合には、内視鏡９の鉗子口１３を経由してロール状に丸めた治療
用シート３を処置具１４によって体腔内に導入し、特定された患部Ｐの位置する部位の体
腔内壁を被覆するように、治療用シート３を展開して配置する。
　これにより、治療用シート３は、その溝１５を露出させるようにして、体腔内壁を覆う
体液によって体腔内壁に密着状態に固定される。
【００２６】
　この状態で、操作者は、超音波治療装置２を体外において操作して、先端のアプリケー
タ６を治療用シート３のいずれかの溝１５（例えば、最も端に位置する溝）に係合させる
。そして、操作者は、この状態で超音波治療装置２を体外において押し引きしながら、治
療用超音波振動子５を作動させる。これにより、アプリケータ６が係合している溝１５に
沿って直線的に、かつ、体腔内壁の表面に沿う方向に移動するので、溝１５の形状に一致
する軌跡で、体腔内壁の所定深さ位置に、治療用超音波を集束させることができる。
【００２７】
　１つの溝１５に沿って治療用超音波の照射を行った操作者は、超音波治療装置２を体外
において押し引きすることにより、先端のアプリケータ６を隣の溝１５に移動させる。そ
して、同様にして直線状に治療用超音波を照射する。この作業を繰り返すことにより、複
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数の溝１５に沿う複数本の直線状の軌跡に従って患部Ｐに対し治療用超音波を照射するこ
とができる。
【００２８】
　すなわち、治療用超音波振動子５から射出される治療用超音波が、溝１５によって定め
られた軌跡でアプリケータ６および治療用シート３を介して患部Ｐに照射されることによ
り、比較的広い２次元範囲にわたって、治療用超音波をムラなく照射することができる。
【００２９】
　この場合において、操作者は、アプリケータ６を係合させる溝１５を切り替えつつ、各
溝１５に沿ってアプリケータ６が移動するように超音波治療装置２を操作するだけで済む
ので、操作者が熟練していない場合であっても、比較的広い２次元範囲にわたって、ムラ
なく治療用超音波を照射することができるという利点がある。
　また、溝１５を一方向に形成するため、単純な軌跡に沿わせる操作によって手ブレを抑
制し，手技を簡易にすることができる。
【００３０】
　また、治療シート３は生体吸収性を有しているので、患部Ｐへの治療用超音波の照射後
、体腔内壁に固定された状態で放置されても長期にわたって異物として残ることがない。
したがって、治療後に治療用シート３を回収する工程を省略することができ、作業効率を
向上することができるという利点がある。
【００３１】
　なお、本実施形態においては、治療用超音波を伝播する超音波伝播部として、比較的硬
質なアプリケータ６を採用したが、これに限られるものではなく、例えば、図５および６
に示されるように、内部に充填される流体からなる超音波伝播媒体によって伸縮可能なバ
ルーン１６であってもよい。
【００３２】
　これによれば、バルーン１６内の超音波伝播媒体の量を増減させて、バルーン１６を伸
縮させることができる。したがって、体腔内への挿脱に際しては、図５に示されるように
、バルーン１６を収縮させて挿脱を容易にし、治療用超音波の照射時には、図６に示され
るように、バルーン１６を膨張させて、治療用シート３の溝１５内面への密着度を高め、
治療用超音波振動子５から患部Ｐへの治療用超音波の伝播をより確実にすることができる
。また、超音波伝播媒体を増減させて、患部Ｐ表面から射出領域８までの距離を調整する
ことにより、焦点Ｓの生体組織の深さ方向の位置を調整することもできる。
【００３３】
　また、本実施形態においては、治療用シート３が鉗子口１３から挿脱されるものを例示
したが、これに限られるものではなく、例えば、図７，図８および図９に示されるように
、治療用シート３をアプリケータ６に巻きつけて止め具１７で固定し、鉗子口１３から処
置具１４を挿入して止め具１７を取り外すようにしてもよい。
【００３４】
　また、本実施形態においては、バルーン１６と、治療用シート３と、超音波伝播媒体と
の屈折率が生体組織と略同一であることが好ましい。これにより、超音波伝播媒体とバル
ーン１６、バルーン１６と治療用シート３、治療用シート３と体腔内壁との各境界位置に
おける治療用超音波の反射を防止し、患部Ｐを効率よく治療することができる。
【００３５】
　次に、本発明の第２の実施形態に係る超音波治療装置１８および超音波治療システム１
９について、図面を参照して以下に説明する。
　本実施形態の説明において、上述した第１の実施形態に係る超音波治療装置２、超音波
治療システム１と構成を共通とする箇所には同一符号を付して説明を省略する。
【００３６】
　本実施形態に係る超音波治療装置１８は、図１０および図１１に示されるように、アプ
リケータ６を介した治療用超音波の照射位置近傍に色素を吐出する吐出部２０を備える点
において、第１の実施形態に係る超音波治療装置２と相違している。
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　吐出部２０は、図１０および図１１に示されるように、超音波治療装置１８の先端部に
設けられ、体腔内等の生体組織や治療用シート３に付着して染色する色素（例えば、イン
ジゴカルミン，メチレンブルー）を貯蔵する貯蔵部２１と、該貯蔵部２１内の色素を吐出
するノズル部２２とを備えている。
【００３７】
　ノズル部２２は超音波治療装置１８の先端部に治療用超音波振動子５と並んで配置され
、治療用超音波振動子５からの治療用超音波の射出方向と並行する方向に色素を吐出する
ようになっている。
　また、吐出部２０には、図示しないポンプおよび、治療用超音波の射出信号に基づいて
ポンプを駆動する吐出制御部が設けられている。
【００３８】
　このように構成された本実施形態に係る超音波治療装置１８および超音波治療システム
１９の作用について以下に説明する。
　本実施形態に係る超音波治療システム１９を用いて、図１２に示されるように、治療用
シート３の溝１５にアプリケータ６を係合させた状態で、操作者が超音波治療装置１８を
体外において、体腔内壁に沿う一方向に押し引きさせながら治療用超音波振動子５を作動
させると、患部Ｐに治療用超音波が照射されるとともに、吐出制御部によってポンプが駆
動され、貯蔵部２１に貯蔵されている色素が、ノズル部２２を介して吐出される。
【００３９】
　ノズル部２２は治療用超音波の射出方向に並行して色素を吐出するので、吐出された色
素により、治療用超音波の照射位置近傍の治療用シート３が染色される。これにより、治
療用シート３に付着した色素によって、治療用超音波の照射軌跡を正確に把握することが
できる。
【００４０】
　したがって、操作者が手技に慣れていない場合であっても、画像表示部４に表示されて
いる体腔内壁の白色光画像から、溝１５上のアプリケータ６の位置および治療用シート３
表面上の染色された領域を視認することにより、治療用超音波が照射された位置と照射さ
れていない位置とをより明確に一目で区別することができ、比較的広い２次元範囲にわた
って、ムラなく治療用超音波を照射することができるという利点がある。
【００４１】
　なお、本実施形態においては、吐出部２０として、図１０および図１１に示されるよう
に、貯蔵部２１が超音波治療装置１８の先端部に設けられているものを例示したが、これ
に限られるものではなく、例えば、図１３に示されるように、超音波治療装置１８の基端
側に配置され、配管によってノズル部２２に接続されていてもよい。
【００４２】
　また、本実施形態は、内視鏡９の先端に診断用超音波振動子１２および治療用超音波振
動子５を備える一体型の超音波治療装置１８を例示して説明したが、これに限定されるも
のではなく、図１４および図１５に示されるように、診断用超音波振動子１２を有する内
視鏡９の先端に治療用超音波振動子５を備えるプラグ２３を、着脱部２４によって着脱可
能に取り付ける構造のものに適用してもよい。
【００４３】
　すなわち、図１４および図１５に示す例では、内視鏡９への着脱部２４を有するプラグ
２３が、治療用超音波振動子５、アプリケータ６およびノズル部２２を備えている。そし
て、プラグ２３を内視鏡９に、着脱部２４によって取り付けると、アプリケータ６が撮像
部１１の視野範囲に配置されるようになっている。これにより、既存の内視鏡９の先端に
プラグを取り付けて、本実施形態に係る超音波治療装置１８を構成することができる。
【００４４】
　また、本実施形態においては治療用シート３を前提とした超音波治療システム１９につ
いて説明したが、本発明はこれに限定されるものではない。
　すなわち、図１６に示されるように、治療用シート３を使用することなく、アプリケー
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部２２から色素を吐出することにより、生体組織の表面に付着した色素によって治療用超
音波の照射範囲を容易に特定することができる。
【００４５】
　また、本実施形態においては、治療用シート３の溝１５の横断面形状として、図１およ
び図４に示されるように、略半円形状で構成されているものを例示して説明したが、これ
に限定されるものではなく、例えば、多角形状や半楕円形状で構成されていてもよい。ま
た、ガイド部として、平行に配列された直線状の溝１５を例示したが、これに限定される
ものではなく、例えば、渦巻き状や同心円状に形成してもよい。
【００４６】
　また、本実施形態においては、超音波治療システム１，１９として、図１および図１２
に示されるように、アプリケータ６を凹形状である治療用シート３の溝１５に係合させる
ものを例示して説明したが、これに限定されるものではない。例えば、治療用シート３が
、図１７に示されるように、一表面３ａに一方向に延びる複数の平行な凸条２５が設けら
れ、該凸条２５に凹曲面形状で構成されたアプリケータ２６を係合させるようにしてもよ
い。
【符号の説明】
【００４７】
　１，１９　超音波治療システム
　２，１８　超音波治療装置
　３　治療用シート
　５　治療用超音波振動子
　６，２６　アプリケータ（超音波伝播部）
　７　画像取得部
　８　射出領域
　１５　溝（ガイド部）
　１６　バルーン（超音波伝播部）
　２０　吐出部
　２４　着脱部
　２５　凸条（ガイド部）
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